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北海道大江鉱山のマンガン鉱床調査報告
小　蘭　　牽　ジ台＊

　　　　　　　　　　　　　R6sロm6

0n　the　Manga顕ese　Ore’Deposit　of　the．Ooe　Mine，Hokkaido

by

：Ko∫iKoseki

　　　The　mine　lies　about5km．：NWW　of　Shikaribetsu　Station　on　the　Hakodate　Line．

　　　The　region　consists　of　green　tuff　breccia，tuff，black　shale　of　the　Miocene　age　and

｛10ws　of1加arite．And　the　Miccen　sediments　are　intruded　by　quartz　diorite　or　covered　by　the

lava　f玉ows　of　propy1圭te，twopy：roxene　andesite　and　homblende－bearing　pyroxene　andesite。

　　　Numerous　manganese，coPPerフlead　and2inc　ore　veips　are　known　in　the　altered　lipar鈍i¢

tuff　breccia　or　tuff　and　also　in　the　propylite．Among　them，several　parallel　veins　are　of

eco狙omicimportance．Main　veinSalong　the　strike　faultslgenerally　trend　about　N50－800W，

and　dip　steeplダ＄outhwest．Many　veins　and　Iodes　which　occupy　tension　fractures　within

the　faults　described　above，strike　N500E　to　E－W而th　a㎞ost　vertical透p，mak加g　consi－

derable　pinching　a難d　swe11圭ng．

　　　Oresぬave』the　brecciated　or　banded　structureg，and　conslst　mostly　of　quartz，rhodo－

chrosite，sphalerite，ga　lena，pyrite，　cぬalcopyr‡te，calcite，barite，and　sma11amount　of　tetra・

hedrite　and　argehtite．　The　results　of　the　former　analyses　of　the｝rich　ores＄howed　trace　of

gold　and　about1009／t　of　silver．　Grades　of　the　concentrated　ore　by　handpicking　are　gene－

raIIヅ11－30％of　Mn　as“Man言anese　Ore”，and30－40％o歪lead　plus　zinc　with　less　than、

1％of　copper　as‘‘Cu－Pb－Zn　Ore”．

　　　Total　ore　rese重ves　in　the　area　may　attain　a　conside士able　amomt，though　not　certa圭n．

More　advanced　prospecting皿ust　be　necessary，espe6ia11y　for　the　downwards　of　the　main

veins．

1．緒　　言

　筆者は北海道支所松村明とともに昭和26年夏17日

間，大江鉱山附近の地質および鉱床の調査を行つたので

以下にその結果を報告する。

　なお調査地の一部については当所茅山芳夫・佐々木次

男が1：10，000地形測量を行つている。また鉱石の化学

分梯ま伊藤聰があたつたポ

　調査中いろいろ便宜を与えられた大江鉱業所の各位に

対じ深謝する。

2．位置および交遍

　大江鉱山は北海道余市郡大江村字然別村にあり，画館
　　しかうぺつ
本線然別駅の北西西方約5kmに当る（5万分の1地質
図茅沼）。’

　当駅と鉱山間は平坦かつ良好な道路があつて，鉱石お

よび諸物資の蓮搬はトラヅクによる。また，一鉱山の西方

＊鉱床部

約5．5km、には稻倉石鉱山があり，その間は1条の山道

によつて結ばれている○

3．地形および地質

　本鉱山は余市・古平2郡の境界をなす山稜の東側に位

し，近傍には海抜400～50Gmの山稜が北西西より南東

東に連なり，地形はお玉むね急峻である。鉱山附近は平

坦地が少なく，従来の坑口はすべて海抜150～300宙の

所にある。南東に流れるポソシカリベッ川は，千歳川・

ハコザキ沢・マツモリ沢等の諸漢流をいれ，然別川と合

して余市川に入り，砥ノ川は鉱山の北東部に源を発し，

東流して同じく余市川に注ぐ。また1、地域の北部を東流

するヌッチ川は稻倉石山に源を発し，、北東流して余市湾

に注ぐ。これらの河川はいずれも水量がさほど多くはな

いo

、鉱山附近の地質は新第三紀層・沖積層・石英閃緑岩璽

石英粗面岩・変朽安山岩・複輝石安山岩および含角閃石

一輝石安山岩よりなり，なかんずく新第三紀層が最も広

1一（55）



地質調査所月報（第5巻第2・号）

　＾＾縮翻6＾、＾＾＾ノー
　　　　　　　　，〆しぐくく＾＾〈＾《《＾＾＾《／ごL』

ゐよ、〈〈＾〈ハ＾シで㌦㌦㌦㌦」』し　　　1
ム楼く・〈オくミ＼∴㌦し∴』苫㌦㌧し　ノ・
、蔓滋創∴楼し㌧≒ン〆AL』LL』』、』』1』』」L』し』Lも』』』し』、

ムムぷぐム4∴弩ム凸ム．44測駄』』∴い∴ビ』一，
∵凸ゐぬ滋ム∴∵∴ムムム含∋㌔レ認鍵LLLL』L・

・
．　　　　　　　　　　　鍵1…iii，i鱗i譲

□砂襟、．編世
目黒・，色頁岩

團離榊．

囚含繍職山岩

囚　　　　　し　　複輝石安山岩
　　　　L　　　　　一にコ灘按山岩
1
囮 破 閃線岩
＼鉱　賑
、。

　＼、．断、層

《672．8

ムムム6か4ム尽
・
．
∴
・∴・∴・〉鴛く嗣舗

　ム　ムA　ムムムムムム怒。ムa　ムムA声．ムムム凸ムム『ム＼、ム
　　ムムムムム凸Aあ　凸盆為『ム＼

O

畠・一轟島色△α4△　　＆畠轟ム血ムハあ．凸ムムぬ轟
　ム食ム4　ムム心ムム　’　心　　 ムム凸心轟ムム　凸ゐ4ムム《4ムゐムムグー
　凸ムム、ムムム凸＆轟Aム、　　血《△為令ム血ムムムム凸凸6ムム会ム心為ノ

　　　　　！VVVVVV
敬5 豚m

ノ

第1圖　北海道大江鉱山附班の地質

く分布する（第1図参照）。以下おのおのについて略述す

る。

3．玉新第三紀麿

本層は地域の大半を占め，各河川に良好な露出を示
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および鉱床分布圖

す旦主として帯緑色の石英粗面岩質角礫凝灰岩および同

質擬灰岩よりなり，上部には有孔虫を含有する黒色頁岩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3一（57）

を見る。本層はその岩質・層序および含有化石等からす

れば，西南北海道の訓縫統（中新世）に当るものと思われ

る。その層理は一般に不明瞭で，採用するに足る走向お

よび傾斜を認めたのは数箇所に過ぎなかつた。それによ

ればポγシカリベツ川上流地において，おxむね：NNW－

SSE方向に延びる向斜および背斜構造が認められる。

　3．2沖積層
　本層は僅かにポンシカリベツ川およびヌッチ川の滑岸

、に発蓬し，砂礫よりなる。

　3．3石英閃緑岩
　本岩はポソシカリベッ川の上流に．露出し，ま』た，千歳

立入通洞坑に、も現われ宅いる。外観帯緑灰色，中粒完晶

質で，鏡下においえは石英が最も多く，斜長石（An±

23）がこれに次ぎ，有色鉱物としては普通角閃石事よび

少量の輝石が見られるがカリ長石は認められない。この

づち斜長石貯はソーシュル石化L，有色鉱物は緑泥石化す

ることが多い○’

　ポソシカリベッ川上流のものは周囲の岩石との接触面

を確め得なかつたが，その周縁部はやX細粒となり，』ま

た千歳通洞坑における本岩中には，新第三紀層に属する

凝灰岩が大小不規則な捕虜岩様に含まれ，かづ珪化作用

を受けている。かような事実からこの石英閃緑岩は，前

記第三紀屠堆積以後の湛入にかxるものと考えられる。

　3．4石英粗面岩
　本岩はヌッチ川上流地1に広く露出するほか・前記角礫

凝灰岩および凝灰岩中処々に岩脈状に点在する・お二む、

ね帯緑灰色緻密℃時に斑晶を欠く’こともあるが，大部

分は石英・長石および有色鉱物の斑晶を有する。鏡下に

おいては典型的な斑状構造を示し，斑晶として斜長石

（An32－40で累帯構造を表わすものがある）が最も多く一

斜方輝石・単斜輝石および普通角閃石等の有色館物がこ

れに次ぎ，や二大形の石英を含む。有色鉱物の大部分は

緑泥石化あるいは炭酸塩化し，また石英は一般に新鮮で

あるが，しばしば丸味を帯びた不規則形のものがある。

石基は隠微晶質で石英および長石よりなり，2次的の緑

泥石および絹雲母の小片を含む・

　本岩は前記角礫凝灰岩中に含有される角礫どまつたく

同質のものであつて1その分布および産状から推察する

に，その噴出は前述新第三紀層を構成す』る火山葎屑岩の

堆積とぼ黛同時期に属すると思われる。

　，3．5変朽妻山岩

　本岩は前記第三紀層を被覆し，地域の東部に分布す

る。一般に暗灰色緻密な斑状岩である．が，マツモリ沢

においては集塊岩質であり，砥ノ川鉱床の西方約200ヴ

300m附近では角礫凝灰岩質昂るいは凝灰岩質り岩相を
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’呈する。概して変朽安山岩化作用を受けており，特に分

布地域の南半部はその程度が著しいようである。これを

鏡下に検すれば明瞭な斑状構造を呈し，ポイキリチック

構造を示す石基中に斑晶として斜長石（曹長石化作用を

受けているものもある）および少量の輝石の形状を残す

ものである。

　3．6複輝石妥山岩
　本岩はハコザキ沢中流の南部から南へ，かなりの拡り

をもつて新第三紀層を被覆して分布するほか，岩脈状に

点在する。外観は帯緑暗灰色緻密な斑状岩で，これを鎮

検すれば，ハイアロピリチヅク構造を示す石基中に斑晶

として斜長石（An52－62）

が最も多く，やX小形の輝

石（単斜輝石を主とし斜方

輝石を僅かに伴なう）がこ

れに次ぐ。

　3．7，含角閃石一輝石安　．

　山岩
　本岩は地域の北西部稻倉

石山を構成し，美麗な柱状

節理を示して前記新第ミ紀

層を被覆する。外観は暗灰

色の緻密斑状岩で，これを

鏡下に検すれば，ポイキリ
　　　　　　　　　　　Wチック構造あるいは隠微晶

質の石基中に斑晶として斜

長石（An40－75）が最も多

く，輝石（斜方輝石を主と　’・

し単斜輝石を従≧する）が　　　1

これに諌ぎ，少量の普通角

閃石および稀に石英が点在

する。

4．鉱　床

　4．葺賦憲朕態

鉱床は石英粗面岩質角礫

凝灰岩・同質凝灰岩および

変朽安山岩中の裂鐸を充塚

する鉱脈で，’現在までに50

条余りが知られているが，

そのうち主要なものは千歳

英脈にはや鼠多量の銅・錯・亜錯鉱物を伴なう。鉱脈は

主として角礫状鉱および縞状鉱よりなり，非常に多くの，

中石を含むことを特徴とする。また，鉱脈は石英のみが

らなるもの，これに硫化鉱物および菱マン・ガソ鉱を伴な

うもの，あるいは菱マンガソ鉱が特に多量に晶出したも

の等種々雑多であるが，鉱脈の上部および地表に近い酸

化帯では，軟マソガン鉱となることが多い。

鉱床と母岩とめ境界は一般に明瞭で，・鉱床生成後の走

向断層で接し，粘土物質を伴なうことが多く，母岩には

しばしば鏡肌が発達じて水平に近い掻痕がみられる。、

4．2一裂罐系、
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第2圖　　大江鉱山における鉱脈の走向飼よび傾斜のステレオ投影圏

　㊥　ガつて深掘されたことのあるもので脈幅1m以上のもの
一
▲
　 かつて採掘されたことのあるもので脈幅1m以下のもの

　◎露頭で脈幅1m以上のもの
　○露頭で脈幅0．5m’以上のもの

　・　露頭で脈幅0．5m以下のもの

脈・万歳脈・百代脈・砥ノ川脈・千珠脈・吉野脈および

三笠脈等である。これらの走向は一般にE－W性で，・

700以上の急傾斜をなすものが大部分である。

本地域の鉱床はその脈石鉱物から概観すれば，石英脈

および菱マソガソ鉱脈の複成鉱脈で，金銀を含有し，石

ε

第2図は本鉱山の鉱脈の走向・傾斜およびそれらの脈

勢をみるために，筆者が測定した18の鉱脈および従来

知られている34の鉱脈の走向・傾斜を脈幅に応じてλ

テレオ投影したものである。本地域の各鉱脈を通覧する

に，鉱床生成前め裂鐸系としては下記の2系統があり，
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かつそれらに関連する各鉱脈におし・ては次のような特性

カミ認められるQ　　　　　　　－

　4．2．1N50～800W系

　（1）走向延長が著しく長く，脈幅が比較的大で，か

つ急激な膨縮が少ない（例えば千歳脈・万歳脈・百代脈

等）。・

　（2）近接した平行脈は比較的少数である。

　（3）　鉱脈中には多量の角礫状の中石が含まれる。

　（4）　鉱脈は主要硫化鉱物を伴なう石英脈と，これよ

りやX晩期晶出の菱マンガy鉱脈とからなり，しばしば

後者は前者を中石様に取込む。

　4。2．零N500E系（E－Wに近くなることもある）

　（1）走向延長は比較的短く，脈幅が小でかつ膨縮が

著しい（例えば万歳主脈南西部の分枝脈等）。

　（2）　細脈群を形成し，脈の分枝がはなはだしい。

，（3！　鉱脈中には角礫状の中石を含むことが少ない・

　（4）．鉱脈は主として硫化鉱物を伴なう石英脈で，菱

マンガン鉱脈は一般に少ない傾向があるQ

・ン〆一67ミ薄鉢
　　！！一－’を
　　1　’

第3圖　裂鞍概念圖

、る。この概念を図示すれば第3図の通りである。

　生3母岩の変質
　すでに地質の項で述べたよ勾こ，地域の東部に分布す

る変朽安山岩は，その北半部では往々変質を免がれた斑

晶が認められるのに対して，その南半部すなわち既知鉱

脈群を含む地域ではかような事実がなく，．一般に変朽安

山岩化作用の程度が強く行われてV・る。

　また，鉱床生成に直接関係があると思われる母岩の変

質は，珪化作用郭よび炭酔塩化作用であつて・絹雲母化「

作用はほとんど認められない。

　4．4主要鉱脈
　各主要鉱脈の走向・傾斜・脈幅等は第1表の通りであ

るQ

第1表　主要鉱脈（大江鉱山）

鉱脈名

千歳脈

万歳脈

百代脈

砥ノ川
脈

一般
走向
一般
傾・斜

N60～700W

N60～700W

N60～70QW

N65～7QOW

75～
800SW

700SW

75～
850SW

750SW

確認走1確認傾
向延長斜延長1脈幅（m）
（m）　（m）

800

250

560

？

154

156

120

？

0．7～3。0
（最大19．0）

・0．3～1．0

（最大3．5）

0．5～1‘5

0．3～4．0

品位
（％Mn）

，以上を要するに，前者は断層に基因する破埣帯であり

後者はとれに伴なう褒力裂罐群に相当するものと思われ

30

20

25

？

　4．4．1千歳脈

　従来稼行された鉱脈のうち最も優勢なもので，千歳沢

の両岸にその露頭がある（第4図参照）。本脈は通洞坑を

初めとして，これより上90m坑まではその半ば以上が

採掘され，また下60mまで探鉱が進め、られているo当

》

v

》‘

　　》

　　　や
蹴縫雌

　　F
　　墨　　　　．評

厚

　　　　　第4園
」～度n：　Mn彪～主とする鉱石

C：　来占土　　 M：　畏圭化し牝角礫凝茨岩レ

　分析試料　 採取幅（m）
　　（a）　　　　　　　　0．25　　・

　　（b）　　　　　　0．60　　

　　（c）　　　1．00
　　（d）、　　0．45
　　卒均　　　　2．30

千歳脈西露頭一見取圃

Pz：　Cu，Pb，Zn塗主とする鉱石

Mn（％）

2。08

11．16

11．60

29．76

14．27

F：鉱化後の断暦

Pb（％）

n．d．

8．58

3．92
n．d．

n．d．

Zn（％）

n．d．

11・9与

3．15・

P．d．

n。d．

Q：脈石英

Cu（％）

n．d．

¢30

0．41
n．d．

η．d．
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時入坑可能なのは通洞立入坑道（150m）とその鑓押坑道

（450m）および上30m鑓押坑道（50m）で（第5図A），

残鉱を採掘中であつた。

痴4．2万歳脈

　　　　／

　　／

／　　聾　＠　　　　　ら
　　　　　’
　　　　　，　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　ド　　　　　，
　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　の

1　　　身
　d
l　　鷺
　　　　　　5
　　　　　　’團

、’
　　》

o

蜜

掻

本鑓と分枝脈群よりな

り，その状況は第5図B

のごとくである。当時本

鑓は採掘を中止しており

分枝脈において銅・錯・

亜錯鉱を採掘していた。『

14，4．3百代脈

鍾押坑道60m間の状
況は第5図Cのごとくで
他は入坑することができ』・

ず，採掘を中止していた。、

4．4．4　砥ノ刀1月辰

、当時ほとんど入坑不能

であり，’採掘を中止して

いたが，かつて千歳脈と　r

連絡していたといわれ

る。

以上のほか先に稼行さ

れた数多くの鉱脈につい

ては，当時ほとんど廃坑

に帰しており，かつそれ

らの坑内資料は乏しい。

　　5．鉱石および
困　　　 品位

ゆ

細

　鉱石の構成鉱物は大部

分石英および菱マソガソ

鉱よりなり，これに伴な

つて方解石・重晶石のほ

か，硫化鉱物として多い

ものから挙げると閃亜錯「

鉱・方錯鉱・黄鉄鉱・黄

銅鉱・赤鉄鉱等がある。
∫
ま
た
，
少 量の輝銀鉱およ

び四面銅鉱を伴なうとい

われるが，これらに．つい

ては詳かでないoこれら

諸鉱物の晶出順序は第6

図の通りで，まず主な硫

化鉱物を伴なう脈石英が

・晶出し，次いで多少の硫

化鉱物とともに脈菱マソ

ガン鉱の晶出が行われた。

本鉱山の鉱石に普通な構造としては角礫構造・縞状構

造および晶洞構邉があり，一部輪状構造を示すこともあ

る。縞は通例薄薔薇紅色細粒菱マンガン鉱・薄桃色微晶『

6一（60）



噸

布海道大江鉱山のマンガン鉱床調査報告　（小関幸治）

石　　 英
菱マソガン鉱

閃亜鉛鉱

方鉛鉱
黄鉄鉱
黄銅鉱
方解石
重晶石
赤　鉄鉱
輝　銀鉱
四面銅鉱

早期←一一一一晩期

一瀬麟薗舳』r
亀
一
一

一一一　　　　 一劇一一

ム
一

第6園　鉱石鉱物贔出順序

質菱マyガゾ鉱および石英の薄膜が反復するものが多い

が，その他しばしば硫化鉱物もこれに加わる。角礫構造

および輪状構造では，珪化した母岩あるいはおもな硫化

第 2

菱マンガン鉱は薄薔薇紅色で径0．1《・0．5cmの結晶

をなすものと，薄桃色微晶質のものとがあり，鏡下にお

いてはともに石英と密雑するのが常である。鉱石中の菱

マンガン鉱の大部分は微晶質のものであつて，稻倉石鉱

山産のものに比して美麗さを欠く。酸化帯では黒色また

は暗褐色となりう一部表土中に土状を呈するものもある。

本鉱山産の菱マンガソ鉱の代表的な結晶を摘出精選しで

これを分析した結果は第2表の通りであつて，概して早

期晶出のものほどや玉菱鉄鉱分子に富むことがわかる。

鉱石の品位は貴金属については金は痕跡に近いもので

あるが，銀は一般に1009／t程度を含有する。採取試料．

の主なものについて，その主要成分ゐ含有量を示せば第’

3表の通りである。

な郭，脈幅全体に亘る品位状況の1例をみるために，

千歳脈西露頭の見取図と鉱石分析表を示せば前褐第4図

表

試籍
番号

No．1
No．2
：No．3

No．4

外 観

帯桃薄薔薇色微粒

・帯白薄薔薇色ケ

帯褐薔薇色中粒・

鮮紅色．粗粒
Nos。1～3・…

Ig．10SS％

32．33

31．26

－31。24

31．30

Sio2％

0．10

0．12

0．06

0．12

MnO％
43．37

45．87

58．02

60．63，『

Ca・％1

7．11

1．60

3β8

0．80

FeO％
14．90

14．58

1．94

0．98

MgO％
1．32
』
0
． 92

0．94

0．62

　　　　大江鉱山産，産状から観ればNo．1が最も早期，次いでNo．2→No．3の順に・
晶出したものである。No。4…・稻倉石鉱山産

　　　　　　第3表　鉱石の分析表（大江鉱山）

試料
番号

1

4

5
6
7
8
9
10

11

12

鉱石の種類

炭酸マソガソ鉱および酸
化マソガン鉱

炭酸マソガン鉱
　　　〃
炭酸マン「ガゾ鉱および酸
化マyガン鉱

酸化マyガン鉱
　　　〃
　　　〃
　　　ケ
マ　ソ　ガ　ソ　土

　　　ク
銅・錯・璽錯鉱
　　　〃　　，

採取箇斯

千歳脈Om坑

〃上30m坑
万歳脈Om坑

百代脈Om坑

　　〃
3号沢露頭
病院ノ沢旧坑口

千珠旧坑口
千　歳　沢
松森沢合流
千歳脈Om坑

万歳分枝脈

採取幅
（m）．

7。5

4．5

3．4

1．3

1．3

2．0

0．95

0．6

2．0

0。6

Mn（％）

24．18

Pb（％）

n．d．

14．21　　n．d．

19．79　、　n．d．

25．14

25．89

15．70

23．28

17．03

36．46

21．71・

n．d．

8。18

1．44

5．57
n．d．

n．d．

n．d。

n．d．

n．d．

7．32

35．08

Zn（％）

n。d．

n．d．

n．d．

4．57

8。34
n．d．

n．d．

n．d．

n。d．

n．d．

11。60、

8．54

Cu（％）ISio，（劣）

n．d．

n．d．，

n．d．

tr．

0．25
n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

n．dl

O．05’

0．20

37．73

51．70

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

，n．d．

n．d．

n．d。

n．d．

n．d．

n．d．

鉱物を伴なう脈石英の角礫を中心とLて，あるいは角礫

訣にあるいは輪状に前記鉱石鉱物が膠結したものであ

る。晶洞中には菱マソガソ鉱’・石英・方解石・重晶石お

よび黄鉄鉱がそれぞれ単独あるい嫡共生して良晶をな

し，または葡萄状に籏生する。

の通りであるQ

6．沿革および現況

本鉱山は明治23年に発見されて以来，大正の初めま

では然別鉱山と称し，主として金・銀鉱床として稼行さ
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れた。そり後幾多の変遽を経たが，昭和25年7月現鉱

．業権者大江鉱業株式会社仁よりマソガソ鉱床として再開

され，翌26年からは銀・錯・亜錯鉱をも産出して現在

に至つているQ・．

　昭和26年のマンガン粗鉱産出量は約14，000tで，同

年までの合計生産量は約5万t以上に達し，昭和26年

後半には毎月粗鉱1，500tを産出している。一方，昭和

26年6月からは銀・錯および亜錯鉱をも採掘し，爾来6

カ月聞に含有量・として銀26，800g，錯37，620k3，亜錯

42乳280kgを産出した。

　本鉱山の坑道総延長約8，㏄O　mのう←ち，当時入坑可

能延長は約1，090mで，主要鉱脈である千歳脈・万歳

脈および百代脈は各通洞坑地並以ザドは水没していた。現

行採掘は上記主要鉱脈の疎水坑道地並以上について残鉱
1
を
採
掘 しており，夏季は坑外にある貯鉱の選別を併行し

ている。採掘方法は手痢により，上向あるいは下向階段

法ならびに・両盤良好部については盤返し法によつてい

るo

　従来の設備としては焙焼燈36基（1基容量13～18t／d）

があり，そのうち10奉を使用中であρて・これにより

Mn分28％以上の精鉱を出Lている。昭和26年におけ

る従業員総数は115名である。

　鉱区番号：　後志採登第42号

　　　　　　　　デ　鉱種名：金・銀・銅・錯・亜錯・マンガン

　鉱業権者：　大江鉱業株式会社外1（東京都日本橋区

　　　　　兜町2の18）

　　　　　　　7．結　　語

　本調査により次め事項が結論される。

　1）　当地域は金銀を含む銅・錯・亜錯および炭酸マソ

ガソ鉱床の有望賦存地帯である。

　2）鉱床は石英粗面岩質角礫凝灰岩，同質凝灰岩およ

．び変朽安山岩中の裂罐を充狽する鉱脈である。

　3）鉱脈生成前の裂罐系としては：N50・》80。W系お

よびN50。E系（耳一Wに近くなることもある）の2系統

に大別ざれ，前者は断層をなすものであり，後者はこれ

に伴なう張力裂罐群に相当するものであろう。

　4）主脈はおxむねN50～80。W裂罐系に属する。

　5）：N50。E裂罐系に関連する鉱脈は比較的小規模で

あるが，その数が非常に多いと思われる。

．6）鉱床生成に関蓮参あると思われる母岩の変質作用

は，変朽安山岩化作用・珪化作用および炭酸塩化作用で

ある。　　　　　　　　　　　　　、　　　　伊

　7）鉱化作用は2期に概括され，まず主要金属鉱化期

があり，主なマソガソ鉱化期がこれに続いている。

　8）鉱石の品位はマンガy鉱石については良好部をと

れば約30％Mnであり，銅・錯・亜錯鉱については同

じく良好部で約30％（Pb＋Zn），1％以下の’Cuを伴な

う。なお金は痕跡程度であるが銀は約10091tを含有す

る。

’
9
） 鉱石の性質から機械選鉱の設備が望ましい。，

　10）探鉱上主要な事項は次の如くである。

　千歳脈の下部：まず下60m水準において鍾押坑道

による採掘を併せ富鉱帯の探査を行う。さらにその結果

によつて地表から深度120m程度の傾斜試錐を行うこ

とである。

　千歳脈の西鑓先：　鉱脈は立入通洞着脈点から西方約

500mで断層に会したといわれるので，徹底的な坑内探

鉱と併せ，との方面の地表調査を行つて該断層の性格を

究めるべきである。この場合黒色頁岩の分布が有力な手

懸りの1つとなるであろうQ

　千歳脈～稻倉石鉱山（万盛脈）間：　両鉱脈を結ぶ直線

上稻倉石山南方尾根附近では，母岩が著しく変質作用を・

受けており・かつ両鉱脈≧もきわめて延長性に富むので

、この方面の地表精査が望ましい。

　万歳主脈の南部；　現行銅・錯・亜錯を主とする鉱脈

と類似する鉱脈群が推定される。（昭和26年6月調査）

丈　　献
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　　　　　　　169，明治44年（1911）
2）藤谷　鴻：後志国余市地方の地質及び鉱床，北

　　　　　　大理地卒論，No．52，昭和13年

　　　　　　（1938）．
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